
い
て

答
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今
年
の
年
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、

職
員
に
公
務
員
の
心
得
の
訓
示
を
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
「
公
務
員
に
必

要
な
知
識
を
持
ち
、
広
い
視
野
と
柔

軟
な
発
想
で
応
用
で
き
る
人
づ
く

り
」
「
高
い
使
命
感
と
豊
か
な
人
間

性
を
備
え
、
課
題
に
挑
戦
し
成
果
を

上
げ
る
人
づ
く
り
」
「
多
様
な
主
体

と
積
極
的
に
関
わ
り
、
地
域
と
と
も

に
活
動
で
き
る
人
づ
く
り
」
こ
の
３

点
が
職
員
の
人
材
育
成
に
必
要
な
重

点
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

東
秩
父
村
で
は
、
職
員
育
成
方
針
が

作
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
方
針
を
基

本
に
職
員
育
成
に
取
り
組
む
所
存
で

す
。

●
理
想
の
職
員
像
は
「
東
秩
父
村
に

誇
り
と
愛
情
を
持
つ
職
員
」。東
秩
父

村
を
誇
れ
る
こ
と
は
、
村
を
良
く
し

よ
う
と
す
る
最
大
の
動
機
で
す
。
東

秩
父
村
に
愛
情
を
持
つ
こ
と
は
、
村

を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
行
動
に
発

展
し
ま
す
。
村
民
や
風
土
に
誇
り
と

愛
情
を
持
つ
職
員
を
東
秩
父
村
の
理

想
の
職
員
と
し
ま
す
。

●
求
め
ら
れ
る
３
つ
の
指
標

　

情
熱
「
村
職
員
で
あ
る
こ
と
に
誇

り
を
持
つ
」
「
行
政
の
プ
ロ
と
し
て

高
い
意
識
を
持
つ
」
「
失
敗
を
恐
れ

ず
挑
戦
す
る
意
欲
を
持
つ
」

　

創
造
「
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
」
「
豊

か
な
発
想
力
を
持
つ
」
「
成
果
を
生

み
出
す
行
動
力
を
持
つ
」

　

協
働
「
村
民
の
視
線
で
物
事
を
考

え
る
」
「
職
員
、
村
民
と
協
力
し
あ

う
」
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築

く
」

　

こ
の
基
本
方
針
に
掲
げ
ら
れ
た
内

容
を
具
現
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
住
民
の
福
祉
向
上
に
欠
か
せ
な

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
人
材
育
成
の
効
果
的
な
推

進
の
た
め
に
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が

不
断
の
自
己
啓
発
を
基
本
に
、
意
欲

と
向
上
心
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
、

そ
れ
を
可
能
と
す
る
職
場
環
境
の
整

備
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
管
理
監
督

者
は
部
下
育
成
の
責
務
を
認
識
し
指

導
に
努
め
る
と
と
も
に
、
職
員
相
互

の
協
力
体
制
を
整
え
る
等
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
人
材
育
成
担
当
部
署
は
、
明
確

な
目
標
を
定
め
た
効
率
的
で
実
行
力

に
富
む
研
修
の
提
供
が
必
要
で
す
。

　

職
員
、
管
理
監
督
者
お
よ
び
人
材

育
成
担
当
者
の
相
互
が
連
携
し
、
積

極
的
か
つ
継
続
的
に
人
材
育
成
施
策

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
、
真
に
求

め
ら
れ
る
「
東
秩
父
村
職
員
」
の
育

成
を
目
指
し
ま
す
。

　

人
事
制
度
（
採
用
・
昇
格
）
に
つ

い
て

　

村
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
村

広
報
７
月
号
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
よ
び
マ
イ
ナ
ビ
２
０
１
５
（
学
生

向
け
就
職
情
報
サ
イ
ト
）
等
で
周
知

し
、
募
集
し
ま
し
た
。
受
験
資
格
は

一
般
事
務
職
で
は
30
歳
以
下
の
者
、

一
般
事
務
職
（
身
体
障
が
い
者
対
象
）

に
つ
い
て
は
、
35
歳
以
下
の
者
で
、

学
歴
は
と
も
に
高
校
卒
業
以
上
ま
た

は
平
成
26
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
者
と
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
場
合
、
10
人
の
応
募
者
が

あ
り
、
第
一
次
試
験
受
験
者
は
８
人

で
、
合
格
者
は
５
名
で
し
た
。

　

ま
た
、
二
次
試
験
の
作
文
、
面
接

は
、
筆
記
試
験
で
は
得
ら
れ
な
い
受

験
者
と
の
直
接
的
な
ふ
れ
あ
い
に
よ

り
、
職
務
に
望
ま
し
い
人
を
総
合
的

に
評
価
し
、
公
務
員
と
し
て
の
資
質

を
備
え
て
い
る
か
を
判
断
し
ま
し
た
。

職
員
採
用
に
あ
た
り
ま
し
て
は
公
平

・
公
正
に
判
断
し
、
採
用
し
ま
す
。

　

昇
格
に
つ
い
て
は
、
初
任
給
、
昇

格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則

に
よ
り
昇
格
し
て
い
ま
す
。
３
級
の

主
任
ま
で
は
、
同
規
則
に
よ
り
昇
格

し
ま
す
が
、
主
査
へ
の
昇
格
は
係
長

級
試
験
合
格
者
を
対
象
に
昇
格
さ
せ

て
い
ま
す
。
な
お
、
主
幹
・
課
長
級

へ
の
昇
格
に
つ
き
ま
し
て
は
勤
務
評

定
等
を
参
考
に
し
て
、
適
材
適
所
の

人
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

田
中　

丈
司
議
員

質
問 

「
山
の
駅
」
建
設
に
つ
い
て

（
内
容
）
東
秩
父
村
と
皆
野
町
に
ま

た
が
る
県
営
牧
場
に
「
山
の
駅
」
を

整
備
し
て
は
ど
う
か
と
の
提
案
が
、

県
議
会
で
一
般
質
問
さ
れ
、
県
が
検

討
す
る
方
針
を
示
し
た
。

　

村
と
し
て
県
に
「
山
の
駅
」
早
期

建
設
を
要
望
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺

い
ま
す
。

答
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最
も
首
都
圏
に
近
い
公
共
育

成
牧
場
と
し
て
、
四
季
折
々
の
山
の

変
化
を
味
わ
い
な
が
ら
、
関
東
平
野

の
眺
望
な
ど
自
然
が
我
々
に
与
え
て

く
れ
る
自
慢
し
得
る
施
設
で
す
。
近

年
、
県
の
職
員
や
地
元
の
人
々
と
の

共
同
事
業
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
、

牧
草
地
の
一
部
に
ポ
ピ
ー
畑
を
作
り
、

牧
場
を
観
光
資
源
と
し
て
有
効
活
用

を
図
る
た
め
に
「
天
空
を
彩
る
ポ
ピ

ー
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ポ
ピ
ー
ま
つ
り
の
１
週
間
の
来

場
者
数
は
４
万
４
０
０
０
人
、
開
花

期
間
中
の
１
ヶ
月
間
の
来
場
者
は
８

万
６
０
０
０
人
に
も
な
り
、
山
の
上

に
も
関
わ
ら
ず
駐
車
場
や
周
辺
道
路

で
は
交
通
整
理
に
苦
慮
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
目
の
当
た

り
に
し
、
村
民
の
期
待
の
声
が
ま
す

ま
す
高
ま
り
を
見
せ
る
中
で
、
ア
ク

セ
ス
道
の
整
備
を
は
じ
め
一
日
も
早

い
周
辺
整
備
を
心
か
ら
望
む
も
の
で

す
。

　

村
と
し
て
も
「
山
の
駅
」
早
期
建

設
を
要
望
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
島　

重
次
議
員

質
問　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に

つ
い
て

（
内
容
）
一
般
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
二
酸
化
炭
素
を
排
出
せ
ず
地
球

に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
わ
れ
、

地
球
の
温
暖
化
防
止
を
促
進
す
る
も

の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
も
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
は
積
極
的

に
応
援
し
、
補
助
金
等
の
交
付
で
普

及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
等
の
屋
上
を
利
用
し
て
、
太

陽
光
発
電
施
設
を
設
置
す
れ
ば
電
気

料
金
等
の
縮
減
に
役
立
ち
ま
す
。
さ

ら
に
太
陽
光
発
電
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、

理
系
教
科
の
教
材
と
し
て
、
生
の
実

験
教
材
に
な
る
こ
と
思
い
ま
す
。

答
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学
校
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
は
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
恩
恵
を
直
接
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
、
環
境
教
育
へ

の
活
用
が
図
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

村
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
文
部

科
学
省
か
ら
示
さ
れ
た
事
項
か
ら
次

の
５
点
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

導
入
に
つ
い
て
、
再
生
可
能
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
得
ら
れ
る
効
果
は
、

自
然
条
件
な
ど
の
地
域
性
に
左
右
さ

れ
る
た
め
、
設
置
校
の
日
照
時
間
、

日
射
量
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
導
入
費
用
は
ま
だ
高
価

で
あ
る
た
め
、
光
熱
費
の
節
減
効
果

や
二
酸
化
炭
素
削
減
効
果
等
に
つ
い

て
試
算
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

学
校
で
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、

建
物
構
造
上
の
安
全
性
が
確
保
で
き

る
か
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

学
校
施
設
は
地
域
住
民
の
避
難
場


